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5階西病棟この1年を振り返って
5階西病棟看護科長　　菅原　玉枝
　4，月にDPCが開始され，11月に医療機能評価
を受けることに全精力を使い果たした21年は，
そのために見直しや修正することが多くあり，環
境を整えることに時間をかけ，勉強になった1年
だったと振り返る．
　いままで何をしていたのだろうと，反省しなが
ら，それでもどうにか乗り越えられたという達成
感を持てたことも事実だ．
　病棟においては，平成21年の5階西病棟は，
年間病床利用93％，整形外科では，100％を超え
ることもあり，ベット確保にのみ日常業務を費や
されることもしばしばあった．また，少子高齢化
に伴い，社会的入院の患者も増加し，退院調整に
おいても院内の連携の重要性を改めて考える機会
を持つことができた．
年間目標評価
供するためにアイデアを出し合い，新しいものを
作成，見直すことで業務の忙しい中でも，スタッ
フが患者に対する思いや協力体制，他の医療チー
ムと連携することの大切さを学ぶ機会になってい
ると考える．
4．早期退院に向け，積極的な関わりができる
①早期離床を促す
②入院時から退院を見据えた関わりができる
　入院時から退院を考えて支援をしているが，家
族や地域への連絡のタイミングや患者のリハビリ
の進行状況で，退院調整に苦労する場面が多くな
ってきている．そのためには早期離床への支援が
重要であり，術後リハビリについてTQM活動を
行っている．リハビリばかりでなく地域に向けた
情報提供のあり方も考慮し，医療支援相談室のス
タッフと十分に連携を今後もとれるようにしてい
きたい．
L医療機能評価の準備をする
①看護基準を見直しする
②各書類の不足の部分を見直し改善する
　それぞれの項目について，機能評価を目標に整
備した．今後は少しずつ病棟内で検討をかけてい
くことが必要である．
2．患者さんに良い看護を提供するため，自己の
看護観を育てる
①　事例検討，3分間スピーチで看護に対する思
　　いを表現する
　自己の看護に対する振り返りや現在の思いを声
にだして発表することは，今後の自分の方向性を
見出すためにも続けていくことに意味があり，他
者の思いを聞くことで自分の振り返りにもなる．
1ヶ，月に1回お互いの思いを共有できる良い機会
になっていると考える．
3．業務改善を行い，働きやすい環境を作る
①TQM活動を行う
②クリティカルパスを見直し，新しいものを作
　　成し，使用する
③環境整備を行う
　業務改善を常に考え，患者により良い看護を提
終わりに
　5西病棟では患者に心のこもった信頼される安
全な看護を提供するために，まずは自分達の健康
が第1とスタッフからの発案でTDC（たまえダ
イエットクラブ）を発足した．リハビリとのTQM
でのコラボレーションがきっかけにもなり，生活
習慣病の予防対策として考えられた．これからの1
年間，5西スタッフのスタイルに注目，まずは希
望者は全員おそろいのTシャツを作ります．
　松下幸之助氏が言われていることの1つに，日
々手押（ひびこれあらた）．素直で謙虚で，しか
も創意に富む人は毎日が明るく，毎日が元気であ
る．と…．広い視野に立ち，みんなで知恵を出し
合い，患者に感謝していただける看護が提供でき
るよう，又スタッフが少しでも達成感を持って仕
事が出来るよう，まず自分は．常に前むきな気持
ちで．患者とスタッフのために毎日をすごしてい
けたらと思っている．
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